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市
内
小
学
校
で 

『
認
知
症 

養
成
講
座
』
開
催
！ 

 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
か
ら
平
成

二
十
四
年
三
月
に
か
け
て
、
市
内
五

カ
所
の
小
学
校
で
、『
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
』
を
行
い
ま
し
た
。 

 

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、

何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
な

く
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
い
目
で
見
守
る
〝
応
援
者
〟
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
は
、
主
に
一
般
市
民
の

方
を
対
象
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

昨
年
度
か
ら
市
内
の
小
学
校
で
も
実

施
す
る
よ
う
に
な
り
、
四
年
生
か
ら

六
年
生
の
計
四
百
十
四
名
の
児
童
が

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し

た
。 

 

講
座
の
内
容
は
、「
年
を
と
る
っ
て

ど
う
い
う
こ
と
？
」「
認
知
症
っ
て
ど

ん
な
病
気
？
」「
認
知
症
の
人
の
気
持

ち
っ
て
？
」「
認
知
症
の
人
に
対
し
て

み
ん
な
が
で
き
る
こ
と
は
？
」
等
、 

 

市
内
の
介
護
保
険
事
業
所
の
ス
タ
ッ

フ
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
寸
劇

を
交
え
て
小
学
生
に
も
わ
か
り
や
す

い
内
容
で
行
い
ま
し
た
。 

講
座
を
受
け
た
児
童
か
ら
は
、「
認

知
症
っ
て
何
だ
ろ
う
？
っ
て
思
っ
て

い
た
け
ど
、
単
な
る
物
忘
れ
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」

や
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
、
優
し
く

し
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」
等

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
小
学
校
や
中
学
校
で

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』

を
開
催
し
て
い
き
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
認
知
症
を
理
解
し
、
偏
見
や
差
別

の
な
い
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
大
阪
狭
山
市
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

小学校での「認知症サポーター養成講座」の様子 

 

サ
ポ
ー
タ
ー 
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ヒューマン･ケア事業 

① 実施機関 

大阪狭山市社会福祉協議会 

② 目的 

・高齢化社会や核家族化に伴う在宅福祉ニーズの多様化、家族機能の低下に対応し、 

会員制によって、日常生活上の家事等に支障をきたす高齢者や障がい者（児）、母 

子・父子家庭等に有料で協力会員を派遣し、在宅福祉の向上を図ります。 

③ 事業内容 

【概要】 

日常生活上で家事及び介護等で困っている方々（利用会員）の負担を少しでも和らげ

るために、地域の人々（協力会員）の参加によって互いに助け合って生活ができるよ

う支援する、住民参加型（有償ボランティア活動）在宅福祉サービス事業です。 

【サービス内容】 

家事援助、介護援助、外出介助、入院中のお世話、子ども・産前産後のお世話等 

※他にも、協力会員さんと話し合い次第で、様々なニーズにお応えできます。一度、

ご相談ください。 

【活動事例】 

・介護保険では対応できない場所の掃除もしてほしい。窓や電気のかさ、換気扇や普 

段使っていない部屋などが気になるけれど自分では出来ないので、定期的に掃除を 

してもらっています。 

・病院の中では一人だと不安。そのため、通院時には付き添ってもらい、安心して診 

察を受けることができています。 

・父子家庭では栄養管理が不十分･･･。主婦の経験があり、料理の得意な協力会員さ 

んにおいしい食事を作ってもらっています。 

・産後の育児で疲れています。子育てのベテランの協力会員さんに来てもらい、家事、 

育児を手伝ってもらうだけでなく、育児相談もでき、明るく楽しく育児にはげんで 

います。 

・一人暮らしで、誰とも話さない日もあり、さみしい。週に１日、１時間でも話を聞 

きに来てくれる方がいるので、元気がでます。 

④ 対象者 

・大阪狭山市在住の方 

⑤ 活動時間帯 

・利用会員と協力会員の話し合いによる 

⑥ 費用（利用会員） 

・年会費／2,100 円 利用料金／420 円（30 分） 

⑦ ＰＲ 

・困ったときはお互いさま･･･。というような自助、互助の精神で活動しています。 

ご利用希望の方（利用会員）・協力していただける方（協力会員）どちらも常時、 

会員募集をしています。お気軽にご相談ください。なお、協力会員さんについて 

も年会費が必要です。活動された方には、謝礼をお支払いします。 

⑧ 問い合わせ先 

・大阪狭山市今熊 1 丁目 85 番地 

社会福祉法人 大阪狭山市社会福祉協議会  

℡ ３６７－１７６１ ヒューマン・ケア事業担当（阪本・村田） 

 

 

   募集中！ 

 

利用会員さん・協力会員さん 



       

共助・互助を生かす力 
～制度を超えたサービス～ 

 

大阪狭山市では、在宅福祉や地域福祉の向上、活性化のために様々なサービスや事業を実施しています。 

今回はその中でも「シルバー人材センター」と「ヒューマン・ケア事業」を取り上げてみました。「介護保険制度以外で 

何かサービスはない？」「地域のために何かしたい！」とお考えの方は、是非問い合わせてみてはいかがでしょうか？ 

 

 

〔3〕 

大阪狭山市シルバー人材センター 

① 実施機関 

公益社団法人 大阪狭山市シルバー人材センター 

② 目的 

・定年退職者などの高年齢者に、ライフスタイルに合わせた「臨時的・短期的又はそ 

の他軽易な就業」を提供するとともに、ボランティア活動等を含めたさまざまな社 

会参加を通じて、高年齢者の生きがいある生活の実現と、地域社会の福祉の向上、 

活性化に貢献します。 

③ 事業内容 

・地域社会に密着した「臨時的・短期的又はその他軽易な仕事」を一般家庭・事業所・ 

公共団体等から請負又は委任契約により受注し、会員として登録している高年齢者 

の中から適任者を選んで、その会員に仕事を提供します。 

④ 対象者 

・大阪狭山市に在住する６０歳以上の健康で働く意欲のある方 

・シルバー人材センターの趣旨に賛同していただいた方 

・入会説明会を受け、入会申込書類を提出した方（入会説明会は毎月第二、第四水曜 

日の午前１１時から約１時間程度） 

⑤ 費用 

・会費は年額 1,200 円（仕事の斡旋料ではありません） 

⑥ ＰＲ 

・高年齢者のみなさまへ 

  社会のために、自らのために、あなたの豊かな知識と経験を、活かしてみません 

か。 

・事業所、一般家庭のみなさまへ 

  施設管理（草刈り、植木の剪定、駐車場の管理など）や事務分野、家事援助など 

の仕事があれば、お電話ください。（利用料金／1 時間 800 円～） 

⑦ 問い合わせ先 

・大阪狭山市今熊１丁目１０３－１ 

   公益社団法人 大阪狭山市シルバー人材センター 

   ℡ ３６６－２２７７ 

ご存じですか？ 
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い
つ
も
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご

感
想
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 今

回
は
、
二
面
目
に
「
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
ケ
ア
事
業
」、
三
面
目
に
「
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
が

利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

皆
様
も
是
非
利
用
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
多
く
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

編
集
後
記 

ホッと空間～「介護者家族の集い」～ 

第 2 回 平成 24 年 9 月 21 日（金） 

13:30～15:30 

  場所：福祉センターさやま荘  

内容：栄養ミニ講座・健康ミニ講座 

交流会 

 第 3 回 平成 24 年 10 月 15 日（月） 

     13:30～15:30 

  場所：コミュニティセンター 

  内容：ピアノコンサート 

第４回 平成 24 年 12 月 7 日（金） 

13:30～15:30 

  場所：大阪狭山市役所     

内容：介護講座・交流会 

第５回 未定 

※あくまでも予定ですので、開催日時及び 
開催場所等、変更の可能性があります。 

 
【お問い合せ先】 

介護者家族の集い事務局    

大阪狭山市地域包括支援センター 

TEL 072-368-9922 

FAX 072-368-9933                      

シ
リ
ー
ズ 

 

 
 

 

 

  

『歯
車
の 

ひ
と
つ
と
し
て
・・・』 

 

今
年
の
八
月
に
母
の
十
三
回
忌
を

迎
え
る
。
癌
の
転
移
が
見
つ
か
り
一

年
の
闘
病
だ
っ
た
。
亡
く
な
る
前
の

数
か
月
は
入
退
院
を
繰
り
返
し
寝
た

き
り
の
状
態
に
な
っ
た
が
、
最
後
は

自
宅
で
と
の
希
望
で
主
治
医
、
同
居

す
る
姉
を
中
心
に
在
宅
介
護
の
生
活

が
始
ま
っ
た
。 

介
護
保
険
が
施
行
さ
れ
た
年
の
春

の
頃
で
し
た
。
そ
の
年
の
二
月
、
介

護
の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
今
か
ら
思
え
ば
母
の
病
気
が
き

っ
か
け
だ
っ
た
の
か
も
。
仕
事
先
で

学
ん
だ
車
椅
子
介
助
や
体
位
交
換
。

母
は
嫌
が
っ
た
が
お
む
つ
交
換
も
し

た
。
だ
が
、
入
浴
だ
け
は
簡
単
に
は

で
き
な
か
っ
た
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

か
ら
訪
問
入
浴
の
提
案
が
あ
り
、
実

家
の
住
宅
事
情
を
考
え
る
と
で
き
る

の
？
と
疑
心
暗
鬼
だ
っ
た
が
、
簡
単

に
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
入
浴
で
き
た
。

あ
の
時
の
母
の
顔
は
今
で
も
覚
え
て

い
る
。
結
局
、
最
期
は
病
院
の
ベ
ッ

ド
の
上
だ
っ
た
が
、
四
ヶ
月
の
在
宅 

介
護
は
、
医
療
と
介
護
と
家
族
の
歯

車
が
一
緒
に
回
っ
て
い
た
。 

あ
れ
か
ら
十
二
年
、
現
在
は
家
で

転
倒
を
繰
り
返
す
父
の
介
護
が
始
ま

っ
た
。
ま
た
歯
車
が
回
り
始
め
た
。

娘
と
し
て
、
そ
し
て
母
の
時
よ
り
少

し
は
成
長
し
た
介
護
士
と
し
て
歯
車

の
ひ
と
つ
に
な
ろ
う
。 

 

『頑
張
ら
な
い
介
護
に
賛
成
』 

 

十
七
年
前
、
父
を
母
と
二
人
で
三

年
半
介
護
し
看
取
り
ま
し
た
。
母
は

六
十
九
才
、
私
は
子
育
て
、
パ
ー
ト
、

介
護
と
自
分
の
時
間
も
な
く
頑
張
っ

た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。 

母
が
体
調
を
崩
し
た
時
は
私
の
肩

に
全
部
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
若

さ
・
体
力
だ
け
で
夢
中
で
乗
り
切
り

ま
し
た
。
当
時
、
今
の
様
に
、
介
護

保
険
も
な
く
入
院
中
は
家
政
婦
を
頼

ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
頑
固
な
父

は
、
母
頼
り
の
人
で
し
た
。
そ
の
母

も
今
年
八
十
九
才
に
な
り
ま
す
。
脳

梗
塞
・
圧
迫
骨
折
と
続
き
下
肢
筋
力

低
下
で
余
儀
な
く
車
椅
子
生
活
と
な

り
、
現
在
施
設
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

介
護
保
険
制
度
の
お
か
げ
で
、
在

宅
中
は
信
頼
で
き
る
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん 

や
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い
、

住
宅
改
修
や
福
祉
用
具
も
利
用
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
現
在
フ
ル
タ
イ
ム

で
仕
事
が
で
き
て
い
ま
す
。
週
末
土
・

日
し
か
会
え
ま
せ
ん
が
楽
し
み
に
待

っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
必
ず
顔
を
出

す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
父
の
時
の
よ

う
に
家
族
で
頑
張
る
と
介
護
す
る
者

が
倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
頑
張
ら
な
い
こ
と
、
早
め
に
行
政
等

に
相
談
し
、
信
頼
で
き
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
に
つ
い
て
も
ら
う
事
を
す
す
め

ま
す
。
心
に
余
裕
が
で
き
る
と
、
自
ら

優
し
い
気
持
ち
に
な
り
笑
顔
で
母
に

会
い
に
行
け
て
い
ま
す
。 


